
協会設立と記念イベント 

2012年春季号（通巻89号） 
 
発行：公益財団法人 豊川市国際交流協会 
 編集：ニュースレター部会 
〒442-0878 豊川市新道町１丁目1-3 勤労福祉会館内 

　　 　0533-83-1571 ＦＡＸ0533-83-1581 

　　 （年４回　5・8・11・2月発行） 

■ホームページアドレス　http: //www. yui. or. jp/tia/ 

■メールアドレス　tia＠yui. or. jp

（1）

　協会は1990年4月1日、財団法人として設立されま

した。今年度から法改正により、公益財団法人として

再発足することになりました。設立後21年たち、こ

こらで“温故知新”、過去を紹介して、さらなる活動

のヒントを探っていこうと思います。

　実は、協会は19

87年6月任意団体

として市役所秘書

課内に呱
こ こ

々の声を

上げました。当初

は、姉妹都市であ

るアメリカ、カリ

フォルニア州キュ

パティーノ市との

交流窓口として作

られましたが、財

団法人化するに当

たり、特定の都市

との交流目的では

認可されず、広く

世界を対象とする

ように指導された

経緯があります。折しも、1989年の入管法の改正に

より、日系人の労働が緩和され、南米から多くの人が

来日するようになり、時期を得た設立になりました。

当市の国際化への対応はこれがスタートと言えます。

　設立記念行事として6月17日、まず、文化会館でア

グネス・チャンさんの講演会（タイトル「愛、抱きし

めて（アグネスの国際交流論）」）があり、その後、記

念式典が開催されました。式典では国際交流に多額の

寄付をされた個人や法人に感謝状が贈られました。同

時に、公募の末尾崎秋夫（豊橋市）さんの作品に決定

したシンボルマークの披露と、市川をとめ歌舞伎・お

くにさん座の歌舞伎舞踊も披露され、その熱演に惜

しみない拍手が送られました。式典終了後、会場を勤

労福祉会館に移し

て祝賀パーティが

催されました。参

加会員は200余人

で、アトラクショ

ンとして豊川陸上

自衛隊の皆さんに

よる三河陣太鼓が

披露されました。

　任意団体の時は

「会報」だった機

関誌は「We」と

なり、その命名は

当時のニュースレ

ター部会員、鈴木

一広さんの発案に

よるものでした。

世界はひとつを表現するのにふさわしい言葉として採

用しました。

　
　アーカイブ（archive）とは？

　広辞苑には「古文書・記録文書類。また、その保

　管場所。公文書館」と解説されています。

硬く握ったこぶしに思いを込めて、熱演するアグネス・チャンさん
タイトルは「愛、抱きしめて（アグネスの国際交流論）」でした
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5月

・Weの発行　5月上旬

・楽しいハングル（夜）5月9日～7月25日（毎週水曜日）

・やさしい英会話（夜）5月8日～7月24日（毎週火曜日）

・基礎英会話（昼）5月7日～7月30日（毎週月曜日)

・インドネシア留学生ホームステイ交流5月11日～13日

・オイスカ青年研修生交流会　5月17日

・日本語教室課外授業　5月27日

・おいでん祭　5月26日、27日

6月

・世界の料理教室①　6月下旬

7月

・七夕交流会　7月上旬

・高校生トリード市派遣　7月21日～8月7日

・ペルー独立記念バーべキュー交流会（7月下旬）

・チェロ演奏会「チェコの夕べ」　7月27日

8月

・We の発行　8月上旬

・キッズワールドサマースクール　8月5日

・おまわりさんと話す会　8月上旬

・技科大留学生ホームステイ交流（未定）

9月

・ラテンアメリカ部会市防災訓練参加　9月2日　

・使える中国語（夜）9月上旬～11月

・楽しいハングル（夜）9月上旬～11月

・英会話初級A（昼）9月上旬～11月

・英会話初級B（夜）9月上旬～11月

・ブラジル独立記念バーベキュー交流会　9月16日

・どんな国シリーズ①　9月中旬

・トリード派遣高校生との懇談会　9月中旬

・お月見交流会　9月30日

10月

・ざっくばらんに話そう　10月上旬

・ワールドコラボフェスタ名古屋　10月28日

・ボランティア研修会　10月下旬

11月

・Weの発行　11月上旬

・国際交流スポーツライブ（仮称）11月4日

・日本語スピーチコンテスト　11月11日

・マレーシアジュニアフレンドシッププログラム来豊

　（未定）

1月

・英語楽しいディスカッション（夜）1月上旬～3月

・英語ボランティアガイド入門（昼）1月上旬～3月　

・日常スペイン語会話（夜）1月上旬～3月

・東三河日本語スピーチコンテスト　1月20日

　開催地　蒲郡文化会館（蒲郡市）

2月

・Weの発行　2月上旬

・節分交流会　2月上旬

・国際理解講座（日本語ボランティア養成講座）

　　2月中旬～下旬

・どんな国シリーズ②　2月中旬

・世界の料理教室②　2月下旬

3月

・海外（トリード市）派遣高校生（4名）決定

※日本語教室及びPECLA　通年開催（8月は除く）

　運営委員会（毎月）、理事会・評議会（年2回）

（注意）内容、月日など変更する場合があります。

　今年度の行事が決まりました。月ごとに主な行事をお知らせします。この他にも各部会でいろいろな活

動を行っています。会員でどこの部会へも属していない人は、この機会にぜひ参加してみてはいかがでしょ

うか。行事の内容や募集は、順次掲載していきますので気軽に参加して大いに仲間と楽しみましょう。

　詳細は事務局にお問い合わせください。
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新運営委員決定
　今年から2年間、協会の活動を推進する部会長たちで

す。今年度から小委員会はなくなり、各部会から一人（部

会長）が出席して毎月運営委員会が開催されます。

　ヴェロニカ部会とイタリア語部会が昨年度で部会廃止

になり、フランス部会が新設され、ホームステイ部会が

世界の料理部会に改名になりました。

平成24・25年度部会長（色表示）と副部会長のみなさん

◇アンニョン部会

　猪飼正一さん、平尾直世さん

◇英語部会

　谷川良明さん、冨田須美さん

◇キッズワールド部会

　秦名道子さん、西牧瞳美さん

◇キュパティーノ部会

　アラン・マイナーさん、今泉徳好さん、石黒みのりさん

◇スペイン語文化部会

　鈴木勝廣さん、丸山正克さん

◇世界の歩き方部会

　小原三恵子さん、西牧瞳美さん

◇世界の料理部会

　池田洋子さん、山口ひとみさん、平野裕予さん

◇チェコ部会

　嶋勝康さん（副運営委員長）、伊藤幸恵さん、

　三木薫さん

◇ニイハオ部会

　本馬清珠さん（副運営委員長）、村田きみ子さん

◇日本語教室部会

　松浦和子さん、土方親さん、山崎信子さん、大場真理子さん

◇日本文化紹介部会

　宇野波江さん、笠原登喜子さん

◇ニュースレター部会

　白井紀味代さん、今泉徳好さん、小 津えみさん

◇ひらがなしんぶん部会

　丸山正克さん（運営委員長）、吉岡マリエラさん

◇フランス部会

　山本美華さん、稲田彩子さん

◇フレンドシップ部会

　北村京子さん、星川典男さん、橋ケ迫修さん

◇ホームページ部会

　青山育子さん、アラン・マイナーさん、曽田雅敏さん

◇ポルトガル語部会

　菅原秀子さん、榎本郁子さん、宮崎彰さん

◇マレーシア部会　都合により1年間休会

◇ラテンアメリカ部会

　クアダラオ・ロペスさん、平野エスぺランサさん

地域の国際化をめざして

　豊川市国際交流協会は、平成2年4月の設立以来、市民による幅広い国際交流

活動を推進し、海外に開かれた地域社会づくりをめざし活動をしております。さ

らに平成24年4月からは、愛知県より公益認定を受けて、公益財団法人豊川市国

際交流協会として新たな一歩を踏み出しました。

　豊川市には多くの外国人の方々が長期にわたり定住されておられますが、外国

人市民と日本人市民が共に暮らしやすい快適なまちづくりのために、市民が一体

となって多文化共生社会づくりに取り組むことが重要な課題となっております。

　こうした中、公益財団法人への移行にあたり、多くの市民の皆様のご理解とご

支援をいただき、ボランティアの皆様とともに地域の国際化のさらなる発展を目

指してまいります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（会長　石川則男）

新年度運営委員会のリーダー

新運営委員のみなさん
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節分交流会
　                                    フレンドシップ部会

　1月29日（日）午後1時半から勤労福祉会館の和室「さ

つき」にて行われました。参加者は45人（うちペルー

人5人、ブラジル人1人）でした。

　当日、勤労福祉会館ロビーにて、日本語教室部会が心

臓マッサージAEDの講習会をおこなっていたため、例

年に比べて外国人の参

加者が少なかったのは

とても残念でした。今

後はこのようなことが

ないように連携を取っ

て企画するべきだと強

く希望します。

　毎年恒例の節分交流会で

すが、まずは「節分の由来

について」のおはなしがあ

り、絵本「福はうち、鬼も

うち」の読み聞かせ、ボラ

ンティアグループ「そよ風」による三味線演奏と踊り、

本物の太鼓を使った太鼓の達人ならぬ“たいこのおけい

こ”と続き、最後は鬼の登場とともに、豆まき、お菓子

ひろいを楽しみました。

　大きな鬼に泣いている子がいたり、なかなか触れる機会

のないつづみや太鼓を使ってゲー

ムのように“おけいこ”できたり、

三味線の生演奏に合わせて炭坑節

を踊ったりと、日本文化を満喫で

きた時間になりました。
世界の料理教室「フランス料理」
　                                          世界の料理部会

　2月19日（日）午前10時から勤労福祉会館の調理室

にて行われました。参加者は42人（うち部会員12人、

外国人1人）でした。

　いつも大好評の料理教室ですが、先着順だとお勤めの

方にはどうしても不利との指摘があり、多くの方に参加

していただく趣旨で、前回から抽選とさせていただきま

した。先着順ではないため、締め切り近くまで申し込み

は続き、今回は残念ながら12人の方を定員漏れとさせ

ていただきました。

　講師は、フランスへの料理留学経験のある稲田彩子さ

ん（豊川在住）に来ていただきました。稲田さんは今は

子育て真っ最中ですが、ゆく

ゆくは豊川でレストランを開

きたいとのこと、そちらも楽

しみです。

　メニューは、ブイヤベース

（魚介のスープ）、タブレ（ク

スクスのサラダ）、ファーブルトン（プルーン入りの焼

きプティング）でした。ブイヤベースは、南仏マルセイ

ユの料理、タブレのクスクスは、元々は北アフリカの料

理がフランスに渡ったもの、ファーブルトンは、北仏ブ

ルターニュ地方のおばあちゃんから教わった料理だそう

です。北から南、アフリカま

でとバラエティに富んだ料

理で、フランス料理の奥深

さを感じました。特にブイヤ

ベースは、魚のあらと香味野

菜、スパイスで出汁から作る

本格派でした。トマトは少なめなので色は薄めですが、

魚の味がしっかり出たとてもおいしいスープでした。

　次回（6月）は「イタリア料理」を企画しています。

みなさんの参加をお待ちしています。また、部会では毎

回練習としてデモ料理教室をしています。抽選で外れず

に料理教室に参加できます。部会に興味がある方はぜひ

部会員にお声かけください。
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が一番知っているルーマニア

人と言えば、体操選手のコマ

ネチさんでしょう。また、ド

ラキュラ伯爵のモデルとされ

るワラキア公のブラン城があ

るのもルーマニアです。

　民族衣装で登場してくれたヴァレンティナさん。赤い

大きなスカーフを頭に巻いて、白地に黒レースのきいた

ロングスカート。興味深かったのは、靴に至るまで全て

が手作りという点です。

　ブレイクタイムには、ネグレザケーキとリンデン茶が

振る舞われました。ケーキは濃いチョコレートケーキと

いう感じでした。お茶は、リンデンというヨーロッパに

しか咲かない花から作るお茶です。あっさりとして飲み

やすいハーブティーという感じでした。

　展示品には、たくさんの本やドラキュラグッズとルー

マニアのお金が展示されました。プラスチック製で透明

の部分があるお札には、皆さ

ん興味津々でした。

　たくさんの人が

それぞれに話ができ

て、アットホームな

会になりました。

　国際理解講座の二回目として、「日本語ボランティア

養成講座」を、2月18日（土）、25日（土）、3月3日（土）

の午後1時半から勤労福祉会館の研修室にて開催しまし

た。参加者は20人（うち会員15人）でした。

　講師には、名古屋YMCA学院から日本語講師歴15年

の伏屋由美さん、講師歴17年でアメリカやオーストラ

リアでも講師経験のある久田かおりさんに来ていただき

ました。

　参加者の多くが、日本語ボランティアをしている、ま

たはこれからしてみたいと思っている方々なので意識も

高く、講師の方も実技ワークショップや実例を出しての

具体的な講座をしていただき、実践的でとても内容の濃

い講座となりました。

　出席者からは、「今までの日本語ボランティア養成講

座の中で一番わかりやすかった」、「さらに勉強できるよ

うに同じような講座が定期的にあると良い」、「同じ内容

でもいいので年一回は設けてほしい」、「今はボランティ

アをしていないが今後やってみたいので、実際の日本語

教室の授業を受けてみたい」など意欲的な意見をたくさ

んいただきました。

ルーマニアってどんな国
　　　　　　　　　　　　　　世界の歩き方部会

　2月25日（土）午後2時から勤労福祉会館の視聴覚室

にて行いました。参加者は53人（うち外国籍の方5人）

でした。当日急遽参加してくれた方が多く、申し込みよ

りもたくさんの方に来ていただきました。

　講師は、豊橋在住の高橋ヴァレンティナさんでした。

来日11年のヴァレンティナさんは本人の努力はもちろん

ですが、本当に日本語が流ちょうで、講座中の細かい質

問にも丁寧にきれいな日本語で答えていただきました。

　ルーマニアは、南東ヨーロッパ、黒海の西側に位置し、

紀元前8世紀までさかのぼれるほどの歴史を持った国で

す。そのため、世界遺産が29 ヶ所もあります。日本人

第1回
「日本語の教え方入門①」
日本語教育とは、教室の言葉、文字の導入、
外国人とのコミュニケーション

第2回
「日本語の教え方入門②」
敬語の使い方、 ドリルの進め方、 動詞の
グループ分け

第3回
『みんなの日本語　初級Ⅰ』の紹介
『みんなの日本語　初級Ⅰ』の教え方
日本語クラスの進め方、会話の練習方法

国際理解講座Ⅱ　「日本語ボランティア養成講座」

　今後も、重要な講座の一つであることは間違いないと

思います。



TEL : 0533-65-8088 
豊川市八幡町鐘鋳場180

素朴な本場フランス菓子を 
取り揃えてお待ちしております。 

パティスリー 

ラ・プティ・メゾン 
PATISSERIE     LA  PETITE  MAISON

　営業時間/AM8:30～PM7:00 
　定休日/月曜日 営業時間 AM11:00～PM 3:00（オーダーストップPM2:30） 

               PM 5:00 ～PM10:00（オーダーストップPM9:30） 

あけみ 

すやま接骨院 
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　1月22日（日）午後1時30分から豊川市音羽文化ホール（ウィンディアホール）

で第2回東三河日本語スピーチコンテストが開催されました。昨年に引き続き東三

河スピーチコンテスト実行委員と、東三河5市の国際交流協会が主催して開いたも

のです。5市から選抜された参加者は、小・中学生の部に14人、高校生以上一般の

部に9人の合計23人でした。豊川市からは、先の豊川市日本語スピーチコンテスト

で入賞した3人が出場し、小・中学生の部で西坂ミッシェルさんが優秀賞を、高校

生以上一般の部で樊景秀さんが特別賞を受賞しました。今回は西坂ミッシェルさん

のスピーチ原稿を紹介します。掲載文は提出していただだいた原稿のとおりです。

ました。とても悲しかったですが、少しでもみんなと仲

よくなろうと思い、積極的に同級生に話しかけ日本語を

覚えていきました。その子達も僕にとても親切に日本語

を教えてくれるようになりました。例えば「ドッジボー

ル」という言葉が分からなくて友達に尋ねた時、その

友達は新聞紙を丸めてボールを作ってそのボールを使っ

て、僕が理解するまで諦めることなく、丁寧に説明して

くれました。僕が今、日本語を話せるようになったのは、

その子達のお陰だと思っています。だから僕にとってそ

の時の友達は今でも大

切な大切な宝物です。

　将来僕はこのステキ

な国にずっと住みたい

と思っています。そし

てぼくにはいま夢があ

ります。そのために受

験勉強をがんばっています。高校はその友人たちと別々

になってしまうと思いますが、将来その友人から信頼さ

れるような人間になりたいと思います。

第2回東三河日本語スピーチコンテスト原稿紹介①

西坂ミッシェル　
豊川市立代田中学校3年（当時）、ブラジル

「友情という宝物」

　僕は、小学校五年生の時にブラ

ジルから日本に来ました。日本に

ついての知識は全くといっていい

程ありませんでした。日本に着い

た時、もちろんまだ日本語を話す

事ができなかったので、とりあえ

ずは豊橋にあるブラジル人学校へ

通いました。しかし、そこでは周りがみんなブラジル人

ばかりなので、日本語ができなくても困ることなく、あ

まり日本語を覚える事ができませんでした。それで母親

に頼み、日本の学校に転入することに決めました。日本

の学校へ行きはじめた頃は日本語がほとんど話せなかっ

たので、同級生から仲間外れに合いました。それから外

国人という事だけでイジメにも合いました。意味もなく

殴られたり、とても傷つくような悪口を言われたりもし

　協会では、年間を通じて賛助会員を募集しています。

私たちと一緒に部会や各種イベントに参加し、国際交

流を楽しんでみませんか。賛助会員になると、有料講座

の受講料やイベントの参加費用の割引、協賛店での割引

サービスなども受けられます。

会員の種類と会費

　　個人会員　年間　　1口　　3,000円

　　家族会員　年間　　1口　　5,000円

　　団体会員　年間　　1口    10,000円

　　終身会員（一生涯）1口　 30,000円

＊＊＊賛助会員を募集しています＊＊＊



趣味の民芸・土産・造花フラワー店 

（株）林電工 

恋のれん結び堂 
造花フラワー師範　林　叔子 

（6） （7）

　JICAのボランティアでヨル

ダン、エジプトと、中東で足掛

け10年、実質4年半過ごしまし

た。中東のイメージは危ないところと思われがちですが、

4年間過ごしたヨルダンは紛争などなく安定していまし

た。理由は石油、天然ガスなどの地下資源が無いことで

す。唯一の地下資源は豊富にあるリン鉱石と、死海から

採れるカリです。これらを原料に肥料をつくり主に日本

に輸出しており、一時は日本の米は3分の1がヨルダン

産の肥料で育っていた時代もありました。

　ヨルダンは、人口約600万人、その93%がイスラム教

です。資源がないだけに教育に力を入れていて、各種大

学を含め大学生の数が何と35万人いると言われていま

す。大学卒業後はかなりの数の若者が、湾岸諸国に働き

に行き、金を貯めて帰ってきます。

　私の与えられた任務は、ヨルダン大学に籍を置き、大

学の知識をいかに産業界に活かし、この国の産業を育て

るかを指導することでした。この国のほとんどの企業が

従業員30人以下の小企業で、なかなか思うようには行

かないのが実状でした。

　国土面積がほぼ北海道と同じぐらいですが、ほとん

どが砂漠で、唯一死海の周

りと、そこに注ぐヨルダン

川沿いが耕地となっている

だけです。ヨルダンには昨

年認定されたワジラム(写

真①)も含め世界遺産が4か

所あります。中でも有名なのが

ペトラ(写真②)です。映画イン

ディー・ジョーンズで、ハリソン・

フォードが聖杯を持ち、馬で駆け

去ってゆくラストシーンを思い出

される方もおられるのではないで

しょうか。死海は世界遺産に指定

されていませんが、観光スポット

の一つで、来たからには一度は浮かんでみたいところ

です。塩分がほぼ飽和状態ですので岸辺には塩が結晶と

なっています。その他至る所にローマ時代の遺跡があり、

古代ローマ大帝国の勢力の大きさに驚かされるばかり

です。その代表的なものが

ジェラッシ(写真③)で、列

柱の間の石畳の道路には馬

車が走ってできた轍のあと

も残っています。

　イスラムの国で長年暮ら

してみますと、色々と日本

とは異なる文化に出会います。女性は夫以外に自分の魅

力的なところを見せてはいけないことになっています。

肌はもちろん、髪の毛も見せてはいけません。初めてヨ

ルダンの空港に降りたときの印象では、女性が頭に布を

かぶり聖母マリアのように見えてしまいました。古くか

ら多くの人種の血が混じっただけあり、グラマーで、美

人が多いのもこの国の魅力です。しかし結婚すると女

性は大事にされて太ってし

まい、若い頃の面影は消え

てしまいます(写真④)。女

性の写真は本人の許しがな

いと撮ることはできません

が、この写真は遠くから望

遠で撮影しました。

　砂漠には乾季と雨季があ

り、5月から10月の乾季に

は雨が一滴も降りません。

しかし、雨季の終わりの3

月から4月にかけては砂漠

も緑で覆われ、お花畑と変

わります(写真⑤)。

　ヨルダンで生活してつら

いのは、新鮮な魚と、豚肉が食べられないことです。日

本に帰ったら、寿司と、とんこつラーメンをたらふく食

べたいと思って過ごしていました。

ヨルダンⅠ～「ヨルダン事情」

①広大な砂漠と岩山

第2回東三河日本語スピーチコンテスト原稿紹介①

②ペトラのエルハズネ

⑤雨季の砂漠は一面の花畑

③ジェラッシ遺跡

④左の若いご婦人もしばら
くすると右のように肥満体

ヨルダン 

イラク 

シリア 

サウジ 
アラビア 

エジプト 

地中海 
シニア海外ボランティア隊体験記

御油町

　家木　幸一



豊かなくらしのお手伝い 

● キッズワールドサマースクール
期　日　8月5日（日）

行き先　やまびこの丘（新城市）

対　象　市内在住の小学4年生～6年生

定　員　40人（男女各20人）

内　容　ニジマスのつかみ取り、ゲームなど。

申込み　7月9日（月）から電話で事務局へ。先着順。

事務局職員の異動
　4月1日付けで事務局職員の異動があり、あいさつを

寄せていただきました。

新職員　青山育子

　4月から皆様のお世話になっています

が、実は国際交流協会の事務局で働かせ

ていただくのは3回目になります。

　3月まで、年がいもなく4年間大学に

通い、若いころからの夢だったプロダク

トデザインを勉強しました。過ぎてみれば、あっとい

う間でしたが、なんとか卒業できたのは、家族の協力は

もちろんですが、温かく見守ってくださった協会ボラン

ティアの皆様の励ましやご協力のおかげだと心から感謝

しています。

　これからは、大学で学んだことを少しでも活用し、皆

様に恩返ししたいと思っています。お役に立てるよう頑

張りますので、よろしくお願いいたします。

前職員　定盛恵美

　4年間、大変お世話になりました。

　会員の皆様と様々なお仕事をさせていただいて、学ぶ

ことが多く、実りのある4年間だったと思います。

　私が関わらせていただいたのは、世界の料理教室やお

月見交流会などのイベント事業、マレーシアとの交流プ

ログラムなどです。どの場面でも、皆様の協力、また、

企画していく実行力に感心し、あこがれをもちました。

　今後も、私なりに国際交流協会の事業に参加していき

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。

（8）

● オイスカ研修生との交流会
日　時　5月17日（木）　午後6時～7時30分

場　所　勤労福祉会館視聴覚室

定　員　40人　　　

参加費　無料

内　容　（財）オイスカ中部日本研修センター農業研修生

（主としてアジア諸国）との交流。

申込み　電話（83-1571）で事務局へ。

● おいでん祭に出展
期　日　5月26日（土）、27日（日）

場　所　市野球場特設ブース

内　容　南米の飲み物、食べ物の販売、民族衣装の試着

など。野外ステージでは、フォルクローレの演

奏とペルー民族舞踊を披露。

● 世界の料理教室「イタリア料理」
日　時　6月24日（日）  午前10時～午後1時

場　所　勤労福祉会館調理実習室

定　員　30人　　　

受講料　会員600円、一般800円

講　師　鈴木江里子さん（イタリア在住経験者）

申込み　5月31日（木）までに電話で事務局へ。

　　　　応募者多数の場合は抽選。

● チェコの夕べ
日　時　7月27日（金）午後7時（開場は午後6時30分）

場　所　音羽文化ホール

内　容　チェコチェリスト第一人者シモン・ヴェイス氏

　　　　とチェコ著名ピアニストのヘレナ・ヴェイソ

ヴァー女史による演奏会。

チケット　指定席1,500円、自由席1,200円

　　　　　（前売り1,000円）


